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 [ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名 : 新規ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ1]
 "PLCmodbusV3"
 modbus通信に　シーケンス制御　を加えて実用的なサンプルとする
 工程進行にステップリレー（歩進）を使ってもよい
 modbusのレスポンスが１バイトずれているので整列をしている
 往復運動の反転ではタイマーと現在位置pos両方をチェックしている
 CP1Eのmodbusは最小30mSのサイクルで動作する(実測)

 使い方：
 次ステップ　D0　を操作する
 D0=100 待機状態
 D0=99 にするとサーボオフしてから待機状態になる
 D0=0　にすると通信の確立を確認してから往復運動を開始する

 [ｾｸｼｮﾝ名 : ｾｸｼｮﾝ1]

初期化処理

 A200.11
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ycle
運転開始
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 ONﾌﾗｸﾞ

 MOV
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ステップ
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 D0=0 でスタート
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ステップ

 RSET
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 ステータス要求
停止

 MOV
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 送信正常終了か
 ら開始

 #2
 A640

 modbusﾘﾚｰ

 BSET
 (071)

 &0
 D1000
 D1010

gStatusBit

alarmBit

 MOV
 (021)

 &2
 D0

 次ステップ

 000002
 (000007)

 接続確認待ち

 =
 (300)

 D1
 &2

ステップ

 ANDW
 (034)

 D1000
 #1
 D50

gStatusBit

 汎用ﾚｼﾞｽﾀ

 <>
 (305)

 D50
 #0

 汎用ﾚｼﾞｽ
ﾀ

 ++
 (590)

 D0

 次ステップ

 000003
 (000011)

 '速度モードに設定
 LD=(300) D1 &3
 ANDNOT A640.00
 //ﾌﾗｸﾞA640.01ではNG??
 SET W0.00
 MOV(021) &1 D100
 MOV(021) &6 D101
 MOV(021) &4 D102
 MOV(021) &2 D103
 MOV(021) #0109 D104



 //VELｺﾏﾝﾄﾞ
 SBS(091) 0
 ++(590) D0

 000004
 (000021)

 'ＳＶＯＮ
 LD=(300) D1 &4
 ANDNOT A640.00
 SET W0.00
 MOV(021) &1 D100
 MOV(021) &6 D101
 MOV(021) &4 D102
 MOV(021) &2 D103
 MOV(021) #0105 D104
 //SVONｺﾏﾝﾄﾞ
 SBS(091) 0
 ++(590) D0

 000005
 (000031)

タイマー

 =
 (300)

 D1
 &5

ステップ

 TIM

000
 #20

 T000  ++
 (590)

 D0

 次ステップ

 000006
 (000035)

 '正転
 LD=(300) D1 &6
 ANDNOT A640.00
 SET W0.00
 MOV(021) &1 D100
 MOV(021) &16 D101
 MOV(021) &11 D102
 //2+2+1+6ﾊﾞｲﾄ
 MOV(021) &2 D103
 MOV(021) &3 D104
 MOV(021) &6 D105
 MOV(021) #010D D106
 //V= ｺﾏﾝﾄﾞ
 MOV(021) +0 D107
 MOV(021) +10 D108
 SBS(091) 1
 ++(590) D0
 //デバック

 000007
 (000049)

 タイマーと現在位置をチェック

 =
 (300)

 D1
 &7

ステップ

 TIM

001
 #50

 MOV
 (021)

 上位／下位ワー
 ド転置

 D1006
 D53

 pos上位

 pos上位

 MOV
 (021)

 D1007
 D52

 pos下位
 pos下位

 CPSL
 (115)

 D52
 +10000

 pos下位

 T001  ++
 (590)

 D0

 次ステップ



 CF000

 P_GE
 ≧ﾌﾗｸﾞ

 000008
 (000058)

 '反転
 LD=(300) D1 &8
 ANDNOT A640.00
 SET W0.00
 MOV(021) &1 D100
 MOV(021) &16 D101
 MOV(021) &11 D102
 //2+2+1+6ﾊﾞｲﾄ
 MOV(021) &2 D103
 MOV(021) &3 D104
 MOV(021) &6 D105
 MOV(021) #010D D106
 //V= ｺﾏﾝﾄﾞ
 MOV(021) -1 D107
 MOV(021) -10 D108
 SBS(091) 1
 ++(590) D0

 000009
 (000072)

 'タイマーと現在位置をチェック
 LD=(300) D1 &9
 TIM 002 #50
 MOV(021) D1006 D53
 MOV(021) D1007 D52
 CPSL(115) D52 -10000
 LD T002
 OR P_LE
ANDLD
 MOV(021) &6 D0
 //正転に戻る

 000010
 (000081)

 'D0=99で停止処理　ＳＶＯFF
 LD=(300) D1 &99
 ANDNOT A640.00
 SET W0.00
 MOV(021) &1 D100
 MOV(021) &6 D101
 MOV(021) &4 D102
 MOV(021) &2 D103
 MOV(021) #0104 D104
 //SVOFFｺﾏﾝﾄﾞ
 SBS(091) 0
 ++(590) D0

 000011  NOPステップ　D=100　：　待機　ステップをキープ

 000013
----------- 
 以降のプログラムはバックグラウンドで動作し通常変更する必要は無い　------------------

 000014
 (000091)

 ステップ歩進

 CF113

 P_On
 常時ONﾌ
 ﾗｸﾞ

 MOV
 (021)

 D0
 D1

 次ステップ

ステップ

 000015
 (000093)

 常時ステータス要求　ファンクションコード４
 注）同じ通信を繰り返す場合はmodbus実行フラグA640.00のセットだけでよい

 W0.00

ステータ
 ス要求停
止

 A640.00

modbus
 実行フラ
グ

 MOV
 (021)

 &1
 D100

 スレーブID

 MOV
 (021)

ファンクションコ



 &4
 D101

ード

 MOV
 (021)

 &4
 D102

 送信バイト数

 MOV
 (021)

 &3
 D103

アドレス

 MOV
 (021)

 &11
 D104

 ﾚｼﾞｽﾀ数/変更ﾃﾞ
ｰﾀ

 SBS
 (091)

0

 000016
 (000101)

 ****　受信データ整列ループ  ****
 ループカウンタは送信の際にセットされる
 FORループでMOVDを使用
 D1254～を変換してD1000～に移動する
 SLD等のブロック一括のシフト命令はmodbusとバイトオーダが異なるので使えない

 FOR
 (512)

 &11

 000017
 (000102)

 <=
 (315)

 D110
 &0

ループカ
ウンタ

 MOV
 (021)

 #0
 D111

オフセット

 BREAK
 (514)

 000018
 (000105)

 A640.01

送信正常
終了

 <>
 (305)

 D1201
 &4

ファンクシ
ョンコード

 MOV
 (021)

 &0
 D110

ループカウンタ

 RSET

 W0.00

 ステータス要求
停止

 BREAK
 (514)

 MOVD
 (083)

 下位バイト→上位
バイト

 D1254[D111]

 #0210
 D1000[D111]

レスポンス

gStatusBit

 MOVD
 (083)

 上位バイト→下位
バイト

 D1255[D111]

 #0012
 D1000[D111]

 レスポンス2

gStatusBit

 ++
 (590)

 D111

オフセット

 --
 (592)

 D110

ループカウンタ

 000019
 (000116)

 受信ﾃﾞｰﾀ整列FORループ終わり

 NEXT
 (513)



 000020
 (000117)

  **** SUB 0 シングルレジスタセット（４、６）　クエリー送信 ****
引数
  D100　スレーブID　
  D101　ファンクションコード　
  D102　データバイト数　
  D103　開始アドレス
  D104　変更データ

 SBN
 (092)

0

 000021
 (000118)

 CF113

 P_On
 常時ONﾌ
 ﾗｸﾞ

 MOV
 (021)

 D100
 D1200

 スレーブID

 スレーブID

 MOV
 (021)

 D101
 D1201

ファンクションコ
ード
ファンクションコ
ード

 MOV
 (021)

 D102
 D1202

 送信バイト数

 送信データバイ
 ト数

 MOV
 (021)

 D103
 D1203

アドレス
 開始アドレス

 MOV
 (021)

 D104
 D1204

 ﾚｼﾞｽﾀ数/変更ﾃﾞ
ｰﾀ

 ﾚｼﾞｽﾀ数/ﾃﾞｰﾀ

 MOV
 (021)

 受信ﾃﾞｰﾀ整列ﾙｰ
 ﾌﾟ回数ｾｯﾄ

 D104
 D110

 ﾚｼﾞｽﾀ数/変更ﾃﾞ
ｰﾀ

ループカウンタ

 SET

 A640.00

 modbus実行フラ
グ

 000022
 (000126)

 RET
 (093)

 000023
 (000127)

  **** SUB 1 マルチレジスタセット（１６）　クエリー送信 ****
引数
  D100　スレーブID　
  D101　ファンクションコード　
  D102　データバイト数　
  D103　開始アドレス
  D104 レジスタ数
  D105 ﾊﾞｲﾄ数
  D106 変更ﾃﾞｰﾀ
  D107 変更ﾃﾞｰﾀ2
  D108 変更ﾃﾞｰﾀ3 　
 *送信ﾚｼﾞｽﾀ最後の下位ﾊﾞｲﾄは送信されない

 SBN
 (092)

1

 000024
 (000128)

 CF113

 P_On
 常時ONﾌ
 ﾗｸﾞ

 MOV
 (021)

 D100
 D1200

 スレーブID
 スレーブID

 MOV
 (021)

 D101
 D1201

ファンクションコ
ード

ファンクションコ
ード



 MOV
 (021)

 D102
 D1202

 送信バイト数

 送信データバイ
 ト数

 MOV
 (021)

 D103
 D1203

アドレス
 開始アドレス

 MOV
 (021)

 D104
 D1204

 ﾚｼﾞｽﾀ数/変更ﾃﾞ
ｰﾀ

 ﾚｼﾞｽﾀ数/ﾃﾞｰﾀ

 MOVD
 (083)

 下位→上位

 D105
 #0210
 D1205

 ﾃﾞｰﾀﾊﾞｲﾄ数

 ﾊﾞｲﾄ数|ﾃﾞｰﾀ1

 MOVD
 (083)

 上位→下位

 D106
 #0012
 D1205

 変更ﾃﾞｰﾀ1

 ﾊﾞｲﾄ数|ﾃﾞｰﾀ1

 MOVD
 (083)

 下位→上位

 D106
 #0210
 D1206

 変更ﾃﾞｰﾀ1

 ﾃﾞｰﾀ1|2

 MOVD
 (083)

 上位→下位

 D107
 #0012
 D1206

 変更ﾃﾞｰﾀ2

 ﾃﾞｰﾀ1|2

 MOVD
 (083)

 下位→上位

 D107
 #0210
 D1207

 変更ﾃﾞｰﾀ2

 ﾃﾞｰﾀ2|3

 MOVD
 (083)

 上位→下位

 D108
 #0012
 D1207

 変更ﾃﾞｰﾀ3

 ﾃﾞｰﾀ2|3

 MOVD
 (083)

 下位→上位

 D108
 #0210
 D1208

 変更ﾃﾞｰﾀ3

 ﾃﾞｰﾀ3|4

 MOV
 (021)

 受信ﾃﾞｰﾀ整列ﾙｰ
 ﾌﾟ回数ｾｯﾄ

 D104
 D110

 ﾚｼﾞｽﾀ数/変更ﾃﾞ
ｰﾀ

ループカウンタ

 SET

 A640.00

 modbus実行フラ
グ

 000025
 (000143)

 RET
 (093)


